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要

旨
釈大典の編纂した一拍回数集
良子語
編』
は、
版本においてい
ずれも伺じ
「明和九
年い
とい
う刊記をもち 、
同じ
板木を使用してい
るが 、
実

際には三
百
箇所以上の
異同を
含む二
種の
版が
存在する。
それを
初版と
修訂版ととらえ 、
初版が
修訂版で
ど

のよう
に訂正されたのかを
明らかに

し、
その
窓味づ
けを試み
た。
訂正は大きく二つ
にわけられる。
すなわち
学勾の訂正と返り点の
祷刻とで
ある。
八六七O諾の見
山富岡のうち 、
訓の

取り替えが
行われてい
るのが
「
機蟻」
と「水馬」
との二
語で
ある。
その
見出語と訓との
状況はこ

の二
語の歴史的 、
あるい
は
向時
代的状況と重な

っ
て
くる。
また、
返り点の
補刻は上巻と下巻とで
かたよ
りが
あり、
それは
『学語
編』
初版の作成段階で
返り点を
付すとい
う方針が
間まっ
て
きた

とい
う事情を反映してい
るので
はない
かと
考えた。

iま

め

じ

『尚子
語
編』

二
巻一
一
冊
は
釈
大
池〈
(
事
保
四
年
一

七
一

九
1

享
和
元
年
一

入

。
…
)

の
編
に
な
り 、

明
和
九
年
に
出
版
さ
れ
た 。

本
稿
は
そ
の
出
版
の
過
程

で
施
さ
れ
た
訂
正
に
つ
い
て
報
告
し 、

そ
の
意
味
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る 。

(I)
 

『尚子
語
編』

の
版
種
に
つ
い
て
は
以
前
す
で
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が 、

こ

れ
ま
で
に一
一
十
一

本
を
調
査
し 、

大
き
く
は
四
種
の
版
を
得
て
い
る 。

そ
の
四

種
を
書
態
と
刷
り
と
か
ら
以
下
の
よ
う
に
呼
ぶ 。

海
南
版
a

海
南
版
b

瀬
尾
・

小
林
版

脇
坂
版

こ
れ
ま
で
に
調
査
し
得
た
二
十
一

本
の
う
ち
凋
南
版
a
は
二
本
(
う
ち

は
下
巻
の
み) 、

湖
南
版
b
は
一

本、

瀬
尾
・

小
林
版
一

本
で 、

あ
と
は
す
べ

て
脇
坂
版
で
あ
る 。

湖
南
版
a
-
b 、

瀬
尾
・

小
林
版
は
か
な
り

数
が
少
な
い

と
い
う

感
触
を
得
て
い
る 。

間
高
版
a
-
b
の
巻
末
に
は
つ
ぎ
の
三
害
時埠
名
が
み
え
て
い
る 。

本
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二
篠
通
堺
町
西
入
町

瀬
尾
源
兵
衛

堀
河
通
例
光
寺
下
ル
町

浅
井
庄
右
衛
門

河
南
四
郎
右
衛
門

こ
の
三
番
隷
名
を
も
っ
本
と
し
て
今
の
と
こ
ろ
架
蔵
本
二
本
(
う
ち
一

本
は

下
巻
の
み)

と
『
唐
話
辞
書
類
集』

第
十
六
集
所
収
本
の
三
本
を
見
出
し
て
い

る 。

し
か
し
架
蔵
本
と
『
唐
話』

本
と
の
間
に
は
二一
百
箇
所
以
上
の
異
陪
が
あ

る 。

同
じ
三
書
難
名
を
も
ち
な
が
ら 、

架
蔵
本
二
本
を
荷
南
版
a 、
『
唐
話』

本
を
海
南
版
b
と
区
別
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る 。
「
問
南
西
郎
右
衛
門」

を
削
っ

て
「
醒
井
通
魚
棚
上
ル
町
/
小
林
圧
兵
衛」

を
加
え
た
も
の
を
瀬
罵
・

小
林
版
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る 。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
陽
明
文
庫
本
一

本
で
あ

る 。

さ
ら
に
「
瀬
尾
源
兵
衛」

を
削
っ

て
「
脇
坂
仙
二
郎」

を
加
え
た
も
の
を

脇
坂
版
と
呼
ぶ 。

現
在
日
に
す
る
司
学
語
編』

は
大
部
分
が
こ
の
脇
坂
版
で
あ

る 。

い
ず
れ
も
版
木
は
同
一

で 、

先
述
の
持
南
版
a
-

b
間
の
異
向
は 、

b
の

状
態
が
以
下
の
瀬
尾
・

小
林
版 、

脇
坂
版
に
受
け
継
が
れ
て
い
る 。

さ
ら
に
丁

を
改
め
て
別
の
書
躍
が
目
録
な
ど
を
加
え
た
本
も
多
く 、

版
権
は
か
な
り

多
く

の
書
擦
の
聞
を
わ
た
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る 。

こ
の
こ
と
か
ら
『
学
語
編』

に

お
い
て
は
初
版
出
版
か
ら
す
ぐ
の
時
期
に
訂
正
が
施
さ
れ 、

そ
の
版
木
が
以
後

ず
っ
と
使
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る 。

河
南
版
b
以
下
の
諸
版
に
は
異

同
が
な
く 、

内
容
的
に
は
向
南
版
a
と
以
下
の
版
と
で
大
き
く
二
つ
に
わ
か
れ

る
こ
と
に
な
る 。

そ
こ
で
本
稿
で
は
河
南
版
a
を
初
版 、

以
下
の一
二
版
を
修
訂

版
と
と
ら
え 、

初
版
か
ら
修
訂
版
へ
の
訂
正
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
考

察
す
る 。

先
述
の
よ
う
に一一一
首
箇
所
以
上
の
異
同
が
見
出
さ
れ 、

版
木
が
同
一

で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
考
え
れ
ば 、

こ
れ
ら
の
訂
正
は
埋
木
を
し
て
彫
り
な
お
し
た
「
修」

で
あ
る 。
『
学
語
編』

は
上
下
巻
合
わ
せ
て
吉
三
丁
あ
り 、

一

丁
平
均一一一
簡
所

に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る 。

し
か
も
見
出
語
の
訂
正
と
い
っ

た
大

き
な
字
に
関
わ
る
も
の
は
少
数
で
あ
り 、

訓
や
返
り

点
な
ど
の
細
か
い
も
の
が

大
部
分
で
あ
る 。
一一一
一白
筒
所
と
い
う

数
字
は
訂
正
へ
の
強
い
意
欲
を
感
じ
さ
せ

る
の
で
あ
る
が 、

そ
の
糠
を
も
考
え
て
み
た
い 。

I さ
て
一
口
に
訂
正
と
い
っ

て
も
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
含
ま
れ
る 。

つ
に
わ
け
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る 。

そ
れ
ら
を
大
き
く一

字
句
の
訂
正

二
九

返
り

点

ニ
九
六

ま
ず
は
字
句
の
訂
正
か
ら
み
て
い
く 。

初
版
で
不
鮮
明
で
あ
っ

た
箇
所
や
誤

っ
て
い
た
簡
所
を
彫
り

蓋
し
て
い
る
例
で
あ
る 。

そ
の
う
ち
見
出
語
を
訂
正
し

て
い
る
の
が
つ
ぎ
の
二一
例
で
あ
る 。

上
ニ一
一
ウ
5

補
背
匠
(
へ
ウ
グ
シ
)

↓
禄
背
置

上
四
五
オ
7

侠
腸
義
義
タ
ノ
モ
シ
イ
↓

侠
腸
義
気

下
一

九
ウ
2

銭
三
脚
子
ゴ
ト
ク
↓

鍛
コ一
脚
子

補
は
背
と
同
字
で
あ
り 、
「
被
背い

の
ほ
う
が
見
出
語
と
し
て
適
切
で
あ
る

と
い
う

判
断
で
あ
ろ
う 。

あ
と
の
二
例
は
い
ず
れ
も
明
ら
か
な
誤
刻
を
訂
正
し

Z 

た
も
の
で
あ
る 。

つ
ぎ
に
訓
に
手
を
加
え
て
い
る
も
の
を
み
て
い
く 。

初
版
の
河
南
版
a
か
ら

付
さ
れ
て
い
た
訓
を
何
ら
か
の
理
由
で
彫
り
な
お
し
た
と
関心
わ
れ
る
も
の
が
一

九
例
あ
る 。

こ
れ
に
は
濁
点
や
欠
け
て
い
た
部
分
を
加
え
た
と
み
ら
れ
る
例
が

含
ま
れ
る
が 、

比
較
に
使
用
で
き
る
河
南
版
a
が
現
在
の
と
こ
ろ
上
巻
で
は



本
し
か
な
く
下
巻
で
も
二
本
し
か
な
い
の
で 、

判
断
は
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る 。

な
お 、

河
南
版
b
も
一

本
し
か
な
い
が 、

こ
れ
は
以
後
の
版
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
の
で
確
認
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る 。

訂
正
が
明
ら
か
に
確
認
で

き
る
も
の
と
し
て

『学語編』の訂正をめぐって

染
戸
タ
モ
ノ
ヤ
↓
ソ
メ
モ
ノ
ヤ

田
滞
タ
ノ
ミ
ゾ
ト

ル
ト
コ
ロ
↓
タ
ノ
ミ
ヅ
ト

ル
ト
コ
ロ

下
二
一

ウ
4

漫
理
シ
ダ
レ
ヤ
キ
パ
↓
ミ
ダ
レ
ヤ
キ
パ

が
あ
る 。

最
初
の
「
タ
モ
ノ
ヤ
」

は
ソ
の
第
一

酉
が
版
下
で
よ
く
み
え
ず 、

第
二
画
と
メ
と
が
合
わ
さ
っ

て
タ
と
な
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う 。

第
二
の
例
も
ヅ

の
第
一

画
を
補
刻
し
た
も
の
で
あ
る 。

第一一一
の
例
は
シ
と
ミ
と
の
誤
り

を
訂
正

し
た
も
の 。

と
こ
ろ
で
上一一一
ウ
5
「
冬
住」

に
は
河
南
版
a
で
「
冬
至
マ
へ
ノ

日」

と
あ
っ

た
訓
が
河
南
版
b
以
下
で
は
「
冬
至
〈
ノ
〉
マ
へ
、
臼」

と
な
っ

て
い
る 。
〈
ノ
〉

は
至
と
?
と
の
聞
の
右
傍
に
小
書
き
さ
れ
て
お
り 、

ノ
を
挿

入
し
よ
う
と
い
う

意
闘
が
う
か
が
え
る
が 、

も
と
も
と
あ
っ

た
「
マ
へ
ノ
日

い

の
ノ
を
な
ぜ
、

の
よ
う
に
改
刻
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る 。

河
南
版
a
で
印
刷
が
不
鮮
明
で
あ
っ

た
り

欠
刻
が
あ
っ

た
た
め
に
彫
り
な
お

し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
次
の
箇
所
で
あ
る 。

上
二
二
ウ
3

上
五
オ
7

上
五
オ
4

(
濁
点)

旺
ト
ピ
コ
へ

上
五
ウ
2

溌
回
タ
ニ
ミ
ヅ
シ
カ
ケ
ル

曾
祖
王
父
ヒ
ヂ
イ

姑
妹
〈
父
ノ
イ
モ
ト

ナ
リ

〉

手
勢
シ
カ
タ
ス
ル

併
揚
イ
ツ
シ
ヨ
ニ
ザ
ス
ル

朱
錠
シ
ユ
ズ
ミ

褐
腐
コ
ン
ニ
ャ
ク

(
潟
点)

(
濁
点)

上
一
一一一
ウ
2

よ

一一一
ウ
7

上
三
六
オ
3

上
四
六
オ
2

下
七
オ
6

下
八
ウ
4

下
八
ウ
4

塩
翠
ツ
ケ
モ
ノ

印
池
イ
ン
ニ
ク
イ
レ

下
二
八
ウ
3

下
三
八
ウ
3

糖
ス
ベ

下
四
六
オ
4

常
山
ク
サ
ギ

下
四
六
オ
4

桃
葉
珊
瑚
ア
ヲ
キ

下
五
O
オ
3

天
鶴
ヒ
パ
リ

一

般
に
初
版
と
い
う
の
は
刷
り

が
鮮
明
な
も
の
で
あ
る
が 、
『
尚子
一語
編』

に

は
こ
の
よ
う
に
初
版
で
不
鮮
明
な
簡
所
が
み
ら
れ
る 。

そ
の
事
情
は
不
明
で
あ

る
が 、

刊
行
を
急
い
だ
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
ほ
か
上
田
八
オ
4

「
仙
標」

に
は
初
版
「
ツ
ネ
ノ
ヒ
ナ
デ
ノ
ヒ

」

と
あ
っ

た
も
の
が
河
南
版
b
以

降
で
は
「
ッ、
不
ノ
ヒ
ト

デ
ノ
ヒ

と
な
っ

て
い
る 。

こ
れ
は
「
ツ
ネ
ノ
ヒ
ト

デ

ナ
ヒ

」

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で 、

湖
南
版
a
で
は一
一
つ
自
の
「
ノ
」

は
「
ナ
」

の
第
一

画
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る 。

し
か
し
修
前
版
で
は
欠
け
が
な
い

よ
う
に
み
え 、

判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る 。

同
様
の
例
が
下
回
六
オ
7
「
柳

篠
穿」

の
訓
「
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
」

の
「
ナ
」

に
も
み
ら
れ 、

こ
ち
ら
は
初
版
か

ら
の
第
一

闘
の
欠
け
が
修
訂
版
で
も
確
認
で
き
る 。

初
版
に
は
み
え
て
い
る
の

に
河
南
版
b
以
降
で
欠
け
て
し
ま
い 、

そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
が
上一
一
五
オ
2
「
山
師
ニ
ワ
ツ
ク
リ

」

で
あ
る 。

訓
の
二
字
自
の
「
ワ

」

が

修
訂
版
で
は
み
え
ず 、
「
ニ
ツ
ク
リ

」

に
な
っ

て
し
ま
っ

て
い
る 。

司尚子
語
編』

は
通
常 、

見
出
諾
の
左
傍
に
「
訴」

を
施
す
の
で
あ
る
が 、

い

わ
ば
第
二
訓
と
し
て
右
傍
に
も
訓
を
添
え
る
こ
と
が
あ
る 。

な
ぜ
左
傍
な
の

か 、

右
傍
の
訓
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
後
考
を
ま

つ
こ
と
と
し
た
い
が 、

こ
の
左
右
の
訓
を
加
え
た
箇
所
が
四
例
あ
る 。

ま
ず
左

傍
訓
を
加
え
て
い
る
の
が
次
の
二
例
で
あ
る 。

上
七
ウ
1

3 

挽
石
イ
シ
ヲ
ヒ
ク



樗イチ
イ

上
七ウ
1
の
例は
前
後を
含め
て
示
すと
「
撞石
イシ
ヲ
カ
ク

と
なっ
て
い
る。
「イシ
ヲ
ヒ
グ

下
回
六
オ
2

投
石
イシ

カ
ない

ヲ
ヒ
ク
轄
石
イシ
ヲコ
カ
ス

河
南
版a
で
は
「
挽若」
の
訓
も
前
項と
間じ
「イシ
ヲ
カ
ク」
で
ある
とい

うこ
と
に
なっ
て
し
ま
う。
その
た
め
に
必
要
な
訓で
あっ
た。
一
方の
「
イ

チ
イ」
で
ある
が、
見
出
語の
「
樗い
は一
般に
は
「ア
フ
チ」
で
ある。
こ

の一
行
を
示
し
て
み
る
と、
「
白
柄キ
リ
樗
イ
チ
イ
機
塊ヱ
ン
ジユ

棒ケ
ヤ
キ
給ヒ
サ
ガ
キ
椿ヒ
ヤ
ン
チ
ン
楯ク
チ
ナ
シ」
と
なっ
て
い

る。
「
樗」
の
次の
見
山昼間が
「
操」
なので
ある。
ある
い
はこ
こ
に
は
「ア

フ
チ」
そし
て
次の
「
擦」
に
「イチ
イ」
を
付すべ
きとこ
ろ
を
誤っ
て
し

まっ
た
のか
も
し
れ
ない。

布
傍に
訓
を
加
え
た
例は
二
例で
ある
が、
ど
ち
ら
も
すで
に
左
訓が
付さ

れた
語で
ある。
在
訓と
後か
ら
加え
ら
れ
た
右
訴の
順に
あ
げる。

上
田オ
5

秀
壁タ
カ
キ
ヤマ
/ヲ
ピエ
タ
ヤマ

上
回ウ
8

水
携ミ
ヅニ
ツ
カル
/テ
ヲ
ミ
ヅニ
ッ
ケル

「
秀
壁」
の
「ヲ
ピエ
タ
ヤマ」
は
見
出
語と
左
訴と
か
ら
み
て
「ソ
ピエ

タ
ヤマ」
と
あるべ
き
訓で
あ
ろ
う。
先に
挙
げた
「タ
↓ソ
メ」
「ゾ
ivヅi

「シ
↓ミ」
のよ
う
な
誤
りがこ
こ
で
ふ
た
た
び
起こっ
て
い
るこ
と
に
なる。

し
か
し
「ヲ
ピエ
タ
ヤマ」
は
後か
ら
付さ
れた
訓で
あ
り、
訂正
さ
れるこ

と
は
なかっ
た。

も
うひ
とつ
構
成に
関わ
る
訂
正
と
し
て
身
蟻
類の
細
分類に
「
面」
が
加

え
ら
れ
て
い
る。
こ
れ
も
見
出
語の
排
列か
ら
考
え
て
必
要
な
細
分
類で
あ

る。

E こ
れ
ま
で
は
明
らか
な
誤
りの
訂
正
や
補
刻につ
い
て
述べ
て
きた。
『尚子

語
編』
に
は
修
訂
版に
おい
て
訓が
訂正
さ
れて
い
る
例が
二
例み
ら
れる。

そ
れ
は
下
巻
巻
末
近
くの
虫
若
類に
掲
載さ
れて
い
る
「
蝶
蝶」
と
「
水
鳥」

とい
う二つ
の
項
目で
ある。
こ
こ
で
は
節
を
改め
て
な
ぜこ
の
ニ
項目
の
訓

が
訂
正
さ
れ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い。
先
ず
町一川
正
の
よ
う
す
を
あ
げて
お

ノ\

機
様カ
ツ
ヲ
ム
シ
↓マ
ク
ナ
ギ

下五一
ウ
5

水
馬シ
ヲ
ウ
リ
↓カ
ツ
ヲ
ム
シ

「
水
馬」
の
訂正
後の
訓は
「ツ」
の二
点、が
か
な
りつ
ぶ
れて
お
り
後の

版で
は
「フ」
のよ
うに
なっ
て
し
まっ
て
い
る
が、
ニ
点が
確
認で
きる
刷

りが
あ
り、
カ
ツ
ヲ
ム
シ
で
ある。
こ
こ
で
こ
の
カ
ツ
ヲ
ム
シ
が
訂正
前と
訂

正
後とで
異な
る
語に
付さ
れて
い
るこ
と
が
注
目さ
れる。
こ
れ
と
同じ
よ

う
な
状
況
を、
『尚子
語
編』
よ
り
六
O
年ほ
ど
前、
正
徳
年
間に
出
版
さ
れ
たa

『
和
漢三
才
国
会』
に
見
出
すこ
と
が
で
きる。
ま
ず
「
犠
蝶」
は
巻
第五
十

二一
化
生
類に
ある。
見
出
語「
犠
蝶」
の
右
傍に「かつ
を
む
し
/ま
く
な
き」

が
並ん
で
い
る。
左に
は
「モ
ツ
モ
ン」
とい
う
音が
示
さ
れて
い
る。
見
出

語の
下に
「
離
鶏」
とい
う
語
形が
示
さ
れ、
〈
和
名
加一豆
乎
議
/
又
云
末
久

奈
木〉
と
ある。
「
離
鶏い
は
吋
学
語
編』
で
は
「
蝶
蝶」
の
次の
項
目
と
し

て
立
て
ら
れ、
「スニ
ワ
ク
ム
シ」
の
訓が
付さ
れて
い
る。
見
出
語の
よ
に

は
闘が
あ
り、
本
文は
コ一
才
閣
会』
「
繭
雅』
か
らの
引
用と
按
文と
か
ら

な
る。
一
方
「
水
馬い
は
巻
第五
十
四
湿
生
類に
ある。
見
出
語の
右に
「か

つ
を
む
し」
在に
「し
ほ
う
り」
と
ある。
下に
は
「
水
誼」
とい
う
語形、が

示さ
れ、
〈
俗去
鰹
議(
右
訓カ
ツ
ヲ
ム
シ)
/
又
云
盤
賢(
右
訓シ
ホ
ウ
リ)〉

下五一
ウ
4
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『学言語編』の訂正をめく、って

と
ある。
本
文
は
『
本
草
網
間口』
吋五
雑
組』
と
按
文と
か
ら
な
る。
訓の
左

右の
異
な
り
は
ある
が、
「
機
嫌」
に
カ
ツ
ヲム
シ・
マ
ク
ナ
キ
が、
水
馬に

カツ
ヲム
シ・
シ
ホ
ウ
り
が
示
さ
れて
い
るこ
と
を
確
認し
て
お
きたい。
つ

ま
り、
『
和
漢三
才
図
会』
の
立
場か
らみ
れば、
「尚子
語
編』
初
版と
修
訂
版

で
付さ
れた
そ
れ
ぞ
れの
訓は
ど
ち
らの
見
出
語の
ど
ち
らの
訴
も
可
能で
あ

る
とい
うこ
とに
なる。
じ
か
し
『
学
語
編』
は
「
双ル
ピ」
が
可
能で
ある

に
もか
か
わ
ら
ずそ
れ
ぞ
れの
前
訓
を
わ
ざ
わ
ざ
削っ
て
埋め
木
をし、
新し

い
訓
を
付し
て
い
る
の
で
あ
る。
立子
語
編』
上
下二
巻に
わ
たっ
て
わ
ずか

にこ
の
二
項
目の
み
に
こ
の
よ
う
な
訂正
を
施
し
て
い
るこ
と
に
どのよ
う
な

意
味を
見
出
すこ
と
が
で
きる
ので
あ
ろ
うか。

『
和
漢一一一
才
図
会』
に
影
響
を
与
え
た
資
料の一
つ
と
さ
れて
い
る
『
訓
蒙

図
嚢』
に
は
「
蝶
蝶」
で
は
な
く
「
蝶」
が
収
載さ
れて
い
る。
見
出
語「
蝶」

の
右
傍に
「
も
う」、
在
傍に
つほ
うい
の
音が
示
さ
れ、
下に一一一
行に
わ
た

っ
て
注
文が
ある。
「
ま
く
な
き
蟻
蝶(めつ
ま
う)
也
其
飛
磁
則
/
天
風
春

則
天
一雨。
騒
鶏
今
按
/
俗
云
し
ゃ
う
/〈\
整
中
犠
蝶
也」
と
い
う
注
文で
あ

る。
「
世間
則
天
風
春
期
天
一雨」
は
次の
司
和
名
類
東
抄』
の
記
事に
示
さ
れて

い
る
よ
うに
『
酪
雅』
か
らの
引
用で
あ
り、
「
酪
鶏
(さ
ん
け円一」
は
先
述

の
通
り
円
和
漢一一一
才
図
会』
で
は
「
犠
蝶」
の
下に
示
さ
れて
い
る。
一
方の

「
水
鳥」
は
右
傍に
「
すい
ば」
と
あ
り、
下に
「
今按
俗云
し
ほ
う
り
/一

名
水
闇
(
すい
ば
う)。
水
蛮(
すい
た
い)
今
按
/ゑ
び
む
し
化
為
婿
挺
者

也」
とい
う
注
文が
ある。
し
か
し
『
訓
蒙
図
奨』
で
は
「
蝶」
に
も「
水
馬」

に
も
「かつ
を
む
し」
とい
う
訓は
み
ら
れ
ない。
ち
な
み
に
間
警の
凶はこ

の
二
項
目に
関し
て
よ
く
似て
い
る。
蝶
蝶(司
訓
蒙
図
品製』
は
蝶)
は
小
虫

で
あ
り、
水
馬はア
メ
ン
ボ
の
こ
とで
ある。

「
蝶
蝶」
に
お
け
る
「かつ
を
む
し・
ま
く
な
なこ
並
記
は
すで
に
『
和
名

類
東
抄』
に
み
ら
れ
る。
一
十
巻
本の
元
和三
年
古
活
字
版で
は
巻
十
九
歳
若

類
第ニ
百
四
十に
収め
ら
れて
い
る。

蝶
蝶
爾
雅集
注一広
塘
畷〈上
亡
結
反
下亡
/孔
皮
漢
語
抄一五
/加
宣
乎

無
之
日
本
紀
/
私
記云
蟻
末
久
奈
木〉
小
虫
観
飛也
/喧
則
天
風
春
則
天

雨
こ
こ
に
蝶
蝶の
和
名と
し
て
「
加
立
乎
無
之」
と、
壊の
和
名と
し
て
「
末

久
奈
木」
が一所
さ
れて
い
る。
『
和
名
抄』
に
は
『
臼
本
紀
私
記』
か
らの
訓

が
引
用
さ
れて
い
る
が、
『
日
本
書
紀』
允
恭
天
皇二
年二
月に
繍械が
登
場
す

る。
そ
し
て
「
山に
行か
む
と
きに、
機
駿
は
む」
の
犠に
対し
て
〈
蟻、
此

云
摩
/愚
那
岐〉
とい
う
訓
注が
付さ
れて
い
る
の
で
ある。
『
類
東
名
義
抄

(
観
智
院本)』
で
も
同じ
よ
うに
「マ
グ
ナ
ギ・
カ
ツ
ヲム
シ」
が
並
記さ
れ

て
い
る。
つ
ま
り
磯
蝶に
対し
て
は
卒くか
らカ
ツ
ヲム
シ・
マ
ク
ナ
キ
(マ

ク
ナ
キ
は
『
日
本
書
紀』
の
表
記に
よ
れ
ばマ
グ
ナ
キ、
吋
類
東
名
義
抄』
の

声
点に
よ
ればマ
ク
ナ
ギ
で
『尚子
語
編』
もマ
ク
ナ
ギ
と
なっ
て
い
る
が、
い

ま
そ
れ
は
関わ
ない)
の
訓が
あて
ら
れて
い
たこ
と
が
わ
か
る。

一
方の
水
馬は
唐
詩
な
どに
は
登
場
する
よ
うで
ある
が、
日
本で
は
蟻
喋

ほ
ど
古い
資
料に
は
見
出し
が
たい。
し
か
も
蟻・
嬢のよ
うに
単
独で
も
意

(6)
 

味を
持て
ば
古
辞
書に
載せ
ら
れ
るこ
と
も
ある
が
水
馬とい
う
語と
そ
れ
を

構
成
する
水、
馬とい
う二つ
の
漢
字そ
れ
ぞ
れ
と
は
持つ
意
味が
全
く
異
な

っ
て
い
る。
『
警告一同
学
考
節
用
集』
に
は
「
水
暗い
が
載せ
ら
れて
い
る。
右

に
「シ
ホ
ウ
リ」
左に
「シ
ホ
カ
ラム
シい
の
訓が
付さ
れ、
〈一
名
l
罵〔
本

草]
長
寸
許
四
/
脚
群
滋
水上
水
潤
財
飛〉
とい
う
住
記が
あ
り、
そこ
に「一

名」
と
い
うか
た
ちで
水
鳥が
あ
げ
ら
れて
い
る。
「
水
題」
と
「
水
馬」
と

の
関
係は
先ほ
どの
『
和
漢一二
才
図
会』
や
「
訓
豪
閣
殺』
と
は
逆で
ある。

〔
本
草〕
と
い
う
引
用で
明
らか
な
よ
うに
水
馬
は
本
草
学の
隆
盛と
共に
記

5 



録さ
れ
る
よ
うに
なっ
た
もの
と
考
え
ら
れ
る。
林
羅
山の
『
多
識
編』
に
は

「
水
暗」
が
収
載さ
れて
い
る。
「
水
馬」
の
ほ
う
は
自
筆
草
稿・
寛
永七
年
古

活
字
版に
は
み
え
ない
が、
覚、氷八
年
製
版
本に
な
る
と
「
水
量」
の
異
名と

し
て
掲
載さ
れて
い
る
ので
ある。
こ
の
あた
りで
水
馬は
文
献に
登
場
する

よ
うで
ある。
た
だ
し、
通
常
万
葉
仮
名で
示
さ
れ
る
和
訓
はこ
の
語に
は
付

さ
れて
い
ない。
『
学
語
編』
と
ほ
ぼ
問
時
代の
『
物
類
称
呼』
に
も
「
水
題」

は
掲
載さ
れて
い
る。
「
水
瞳」
と
い
う
見
出
語の
す
ぐ
下に
は
「て
ふ
ま」

とい
う
語形が一万さ
れて
い
る
が、
こ
れ
は
以
下の
本
文か
ら
江
戸の「
称
呼い

で
あるこ
と
が
わ
か
る。
最
初の
部
分を
引
用
する
と
「て
ふ
ま
O
畿
内に
て

.
ミ
づ
す
ま
し
又
かつ
を
む
し
江
戸
に
て・
て
ふ
ま
西
国に
て・
/し
ほ
う
り

又
あめ
だ
か
又
あめ
か
た
又
じ
ゃ
うせ
ん
か
よ
う
な
どL一玄
(
以
下
略
ご
と

なっ
て
お
り、
都
合
十
四
の
方
言
形が
あ
げ
ら
れて
い
る。
こ
こ
に
畿
内の
語

形
と
し
て
「かつ
を
む
しい
が、
西
国の
語
形
と
し
て
「し
ほ
う
りい
が
み
え

て
い
る。
『
本
草
網
目
啓
蒙』
で
は
「
水
題」
に
六
O
以
上
の
方一一一一口
形が
示
さ

れて
お
り、
その
中に
や
は
り
「カ
ツ
ホム
シ
〈
畿
内〉」
「シ
ホ
ウ
リ
〈
西
国

/
若
州
ど
が
み
えて
い
る。
そ
の
解
説の
中に
「
甚ダ
毒ア
リ
鶏
犬モコ
レ

ヲ
食へ
パ
死ス」
と
あ
り、
こ
れが
本
草
学で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
所
以で
ある

と
考
え
ら
れ
る。
一
方こ
れ
らの吋
多
識
編』吋
物
類
称
呼』『
本
草
綱
目
啓
蒙』

に
は
「
犠
蝶」
は
掲
載さ
れて
い
ない
ので
ある。

歳
時
記の
類に
は
蝶
蝶、
水
馬と
もに
ふ
れ
ら
れ
るこ
と
が
多い。一元
禄
十

一
年
(一
六
九
八)
刊の
吋
誹
語
新
式』
「
四
季
調」
の
中、
五
月に
「
水
馬

(カ
ツ
ホム
シ)」、
六
月に
「
蟻(マ
ク
ナ
キ)
〈
酒に
わ
く
狸々
と
/い
ふ
む

し
と
い
ふ〉」
と
ある。
『
改正
月
令
博
物
笠』
に
は
五
月の
部に
「
水
馬
(み

ず
すま
し
と
が
あっ
て、
〈
ム
鰹
虫
ム
錫
賓と
も
云
池
川
に
あ
り
罵
も
頭
も
尖

り
黒
赤
色に
し
て
鰹
節に
似た
り一
説
味
甘
く
錫の
加し
と
もいへ
り〉
と
注

す
る。
同
じ
く
六
月の
部に
「
蝶」
が
あ
る。
こ
ち
ら
は
右
「ま
く
な
ぎ」・

左
「かつ
ほ
む
し」
の
双ル
ど
で
あ
り、
目
録
も
同
様で
ある。
注は
〈
俗に

水
道
蝿
(
すい
ど
はへ)
とい
ふ
もの
也
夏
瀦
な
どに
生じ
た
る
もの
也〉
と

ある。
幕
末の
『〈
増
補
/
改正〉
俳
譜
歳
時
記
葉
草』
に
もこ
の
二
つ
の
語

は
掲
載さ
れて
い
る。
巻二
一度の
部に
「
蝶(
ま
く
な
き)」
が
ある。
や
は

り
[
六
月〕
と
する。
注は
ほ
と
ん
ど
『
和
漢一一一
才
図
会』
の
「
蟻
蝶」
を
引

き
写し
た
もので
あ
る。
一
方の
水
馬は
「
水
馬
虫
(
す
ゐ
は
む
し)」
と
し

て
「
す」
の五
月に
掲
載さ
れて
い
る。
注は
〈
漢
名
水
罷
門わ
くか
せ
わ〕

其
身
細
長
く
五
六
分ば
か
りの
黒
き
虫也、
宮沢
き四
足
あっ
て、
身ハ
水につ

か
ず、
水上
を
駈るこ
と
馬の
ご
と
し、
依て
水
馬と
名つ
く、
畿
内
西
土
に

て
塩
賢
江
東の
児
童シ
ヲ
ン
シ
ホ
とい
ふ、
筑
紫に
て
ア
メ
カ
タ
とい
ふ、
其

臭地
黄
煎の
臭也、
関
東ノ
ケン
ポツ
ホ
ウ
O
其
色
黒
赤に
し
て
鰹
節に
似た

り、
放に
鰹
虫とい
ふ、
一
説に
此
虫
味
甘
く、
錫に
似た
り、
故に
錫
寅
O

今
江
戸の
方
言に
ア
メ
ン
ボ
ウ
と
い
ふ、〉
と
なっ
て
い
る。
最
初の
Oの
後

の「
鰹
虫」
に
関
する
注は『
改正
月
令
博
物
筆』
の
記
述と
よ
く
似て
い
る。

し
か
し
「
鼓
最
(ま
ひ
/\
む
し)」
の
注に
や
は
り
『
わ
くか
せ
わ』
を
引

用し、
〈
関
東に
て
水スマ
シ
又サ
ウ
ト
メ
と
い
ふ
是也、
然る
に
得て
水
す

ま
しハ
水
鳥
也
と
思へ
る
輩
多し、
去ル
句
合に、
水
馬の
題に
て
藻の
花

を
休ミ
所や
水
すま
し、
と
し
た
る
あ
り、
是
件の
取
ち
か
ひ
也、
云々
〉
と

し
て、
水
馬H
み
ず
すま
し
説
を
批
判し
て
い
る。

「
蝶
蝶」
や
「
水
馬」
が
実
際に
は
何に
あた
る
の
か
を
追
求
す
るこ
と
は

本
稿の
目
的で
は
ない。
ま
ずは
『尚子
一詩
編』
初
版か
ら
修
訂
版で
付
け
なお

さ
れた
「カ
ツ
ヲム
シ」
「マ
ク
ナ
ギ」
「シ
ホ
ウ
リ」
とい
う
訓が、
初
版の

状
態で
も
誤
りと
はい
え
ない
とい
うこ
と
を
確
認し
て
お
きた
い。
し
か
し

そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
彫
り
なお
し
て
い
る
とい
う
事
実は
何らか
の
積
極
的
な
原
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『学語編』の訂正をめぐって

因
を
予
想
さ
せ
る 。

今
の
と
こ
ろ
決
め
手
に
な
る
も
の
は
提
示
で
き
な
い
が 、

蟻
嫁
に
対
す
る
「
カ
ツ
ヲ
ム
シ
・

マ
ク
ナ
ギ
」

は
台
く
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で

生
き
続
け
て
い
た 。

こ
の一
一
つ
の
称
呼
は
並-
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が 、

歳
時

記
な
ど
俳
諾
関
係
の
も
の
に
は
「
マ
ク
ナ
キ
」

の
み
を
載
せ
る
こ
と
も
多
い 。

一

方
の
水
馬
は
古
い
文
献
に
は
見
出
せ
ず 、

近
世
に
な
っ

て
か
ら
登
場
す
る 。

「
カ
ツ
ヲ
ム
シ
・

シ
ホ
ウ
リ

」

の
訓
も
あ
て
ら
れ
る
が 、

そ
れ
以
外
の
称
呼
も

多
い 。

ど
れ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
は
一

概
に
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る 。
『
物
類

称
呼』
司
本
草
網
目
啓
蒙』

に
よ
れ
ば
畿
内
の
称
呼
と
し
て
「
カ
ツ
ヲ
ム
シ
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
『
円子
語
締』

の
動
き
は
こ
の
あ
た
り
の
状
況
と
重
な
っ

て
く
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る 。
一
一
つ
の
訓
を
別
個
に
替
え
た
の
で
は
な
く 、

「
水
馬」

を
シ
ホ
ウ
リ

か
ら
カ
ツ
ヲ
ム
シ
に
番
え 、

そ
れ
に
伴
っ

て
カ
ツ
ヲ
ム

シ
を
付
し
て
い
た
「
犠
蝶」

を
マ
ク
ナ
ギ
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

謹こ
れ
ま
で
字
句
に
関
わ
る
訂
正
に
つ
い
て
み
て
き
た
が 、
『尚子
一詩
編』

に
は

河
南
版
b
の
段
階
で
見
出
語
に
返
り

点
を
加
え
た
も
の
が
二
九
六
項
目
あ
る 。

返
り

点
と
い
う
の
は
ひ
じ
よ
う
に
細
か
い
も
の
で
あ
る
か
ら 、

ー
で
取
り
あ
げ

た
訓
の-
訂
正
以
上
に
細
か
い
作
業
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

そ
れ
を
上

下
二
巻
に
わ
た
っ

て
約
三
O
O
箇
所
も
施
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

そ
の
具
体
例

を
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る 。

以
下 、

印
刷
の
煩
雑
を
避
け
る
た
め

返
り

点
の
簡
所
は
・

で
示
す
こ
と
に
す
る 。

度
索
尋
撞
ナ
ワ
ワ
タ
リ
↓

度
・

索
尋
・

撞
(
そ
れ
ぞ
れ

に
レ
占山)

上
五
オ
4

上
ニ
五
オ
3

(
上
が
二 、

下
が

棺
手
紋
テ
ノ
ス
ヂ
ミ
↓

相
・

手
紋
・

一) 

(
そ
れ
ぞ
れ
に
レ
点)

賠
償
制
直
ネ
ダ
ン
ノ
マ
、
ニ
ハ
ラ
フ
↓

髄
・

償
酬

下
一

回
ウ
4

下
三
五
ウ
5

績
綿
花
ワ
タ
ヲ
ツ
グ
ム
↓

績
・

綿
花
・

が
一
)

(
上
が
二 、

下

上
下
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
か
ら
レ
点
が
二
つ
加
え
ら
れ
て
い
る
例
と
一
ニ
点
が
加

え
ら
れ
て
い
る
例
を
挙
げ
た 。

こ
の
返
り

点
の
訂
正
も
全一
巻
に
わ
た
っ

て
い

る 。

こ
の
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か 。

ま
ず
見
出
語
に
送
り

点
を
付
す
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か 。

釈
大

奥
の
著
作
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
詩
語
解』
司
文
語
解』
「
詩
家
推
厳』

を
み
る
と 、

見
出
語
に
返
り

点
は
付
さ
れ
て
い
な
い 。

も
ち
ろ
ん
こ
の一一一
書
は

い
わ
ゆ
る
助
字
の
類
が
中
心
で
あ
り 、
吋尚子
語
編』

は
名
認
が
中
心
で
あ
る
と

い
う
見
出
語
の
性
格
の
異
な
り
に
も
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い 。

し
か
し
こ
の一一一

書
の
本
文
で
は 、

用
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
文
に
返
り

点
が
付
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る 。

こ
の
方
法
は
『
学
語
編』

が
参
考
文
献
と
し
て
凡
例
に
掲
げ
て
い

る
『
名
物
六
帖』

で
も
同
様
で
あ
る 。

す
な
わ
ち
『
名
物
六
帖』

で
も
見
出
語

に
返
り

点
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が 、

用
例
に
は
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
一

方
で
例
え
ば
享
保
年
間
に
出
版
さ
れ
た
間
嶋
冠
山
の
著
作
で
あ
る
『
唐
話
使
用』

・
司
雅
俗
語
類』

な
ど
を
み
る
と
見
出
し
と
な
る
表
現
に
は
四
戸
・

訓
点
・

「
官

立厨」

が
付
さ
れ 、

見
出
し
に
続
け
て
細
字
双
行
の
訳
文
が
示
さ
れ
て
い
る 。

こ

こ
で
見
出
語
は 、

四
声
・

訓
点
・

官
音
を
付
す
こ
と
に
よ
っ

て
ム中
国
語
と
そ
の

甚
訳
と
な
る
日
本
語
と
を
同
時
に
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ

る 。

た
と
え
ば
『
雅
俗
語
類』

の
巻
一

、
一

ウ
7
に
「
生
際」

と
い
う

語
が
あ

る 。

漢
字
に
は
そ
れ
ぞ
れ
平
・

入
の
声
点
が
付
さ
れ 、

右
傍
の
「
ス
ヱ
ン
キ
ツ
」

と
い
う「

官
音」
に
よ
っ

て
こ
れ
を
中
国
語
と
し
て
発
音
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

一

方
レ
点
と
送
り

が
な
と
に
よ
っ

て
「
隙
ヲ

7 

ス
」

と
よ
む
こ
と
が
で
き
る 。



そ
し
て
見
出し
の
下に
は
〈
中ノ
ワ
ル
ク
/ナル〉
とい
う
訳が
添
え
ら
れて

い
る。
つ
ま
り
訓
点を
付
すと
は、
その
見
出
語が
単
なるタ
イ
トル
と
し
て

で
は
な
く、
文と
し
て
そこ
に
示
さ
れて
い
る
の
だ
とい
う
姿
勢の
あ
ら
わ
れ

と
と
ら
え
るこ
と
が
で
きる
の
で
は
ない
だ
ろ
うか。
『
名
物六
粘』
の
よ
う

な
見
出
語に
返
り
点を
付さ
ない
示
し
方は
用
例に
よっ
て
初め
て
そ
れが
文

と
し
て
どの
よ
うに
運
用さ
れ
る
か
が
わ
か
る
の
で
ある。
も
ち
ろ
んこ
れ
は

ど
ち
らが
い
い
とい
う
問
題で
は
な
く、
語
葉
集と
し
て
の
縞
纂の
姿
勢の
問

題と
い
うこ
と
に
な
る。

とこ
ろで
同じ
冠
山に
よ
る
『
唐
話
纂
要』
の
版
本に
は
興
味
深い
こ
と
が

ある。
『
麿
話
纂
要』
は
享
保一元
年
(一
七
二ハ)
に
出
版
さ
れ
た。
後に
巻

六
が
増
補さ
れ
る
が
初
版は
五
巻で
ある。
こ
の
五
巻、が
どの
よ
う
な
構
成に

なっ
て
い
る
か
を
簡
単に
示
す。

巻一
1
巻三
前
半

二
学
話
至六
字
話

巻三
後
半

常畳一口

巻
田

長
鐙
話

巻五

(
語
葉
集)
・
数
回・
小
曲・
疋
頭

O
字
話と
い
うの
は
漢
字で
二
字か
ら
六
字
ま
で
の
表
現、
常一ず一口
と
は
格

一言、
長
銀
話と
は
会
話で
ある。
巻五
に
(
語
葉
集)
と
し
た
もの
はタ
イ
ト

ル
が
な
く、
「
親
族・
器
用・
畜
獣・
議
介・
禽
鳥・
龍
魚・
米
穀・
菜
競・

果
腕」
と
し
て
意
義
分
類さ
れた
語
葉
集で
ある。
最
後の
「
疋
頭」
に
は
織

物
関
係の
語が
集め
ら
れて
い
る。

さ
て
こ
の
五
巻の
中で
見
出
語に
返
り
点が
付さ
れて
い
る
の
は、
四
字
話

の
途
中に
あた
る
巻二
の
五
了
表か
ら
長
短
話の
巻四
ま
で
で
ある。
『
唐
話

纂
要』
は
他の
二
書の
よ
うに
見
出し
の
漢
字に
四
戸
を
施
し
て
い
ない
た

め、
返
り
点の
ない
巻
頭か
ら
巻一一
の
四
丁ま
で
は
見
出
語に
「
宮
音い
が
添

え
ら
れて
い
る
だ
け
で
ある。
も
ち
ろ
ん
下に
は
訳
が
示
さ
れ
て
は
い
る。

「
返
り
点
無
し」
か
ら
「
返
り
点
有
り」
に
移る
巻二
の
四
了
裳か
ら五
丁
表

を
なが
め
る
と、
こ
の
こ
通
りの一示し
方が
与
える
印
象の
異な
りが
実
感で

きる。
何が
原
因で
こ
の
よ
う
な
状
態に
なっ
た
の
か、
あるい
は
以
後の
版

で
訂
正
が
施
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
につ
い
て
今
述べ
る
準
備
は
筆
者に
は
な

い。
し
か
し、
六
巻の
増
補
本でこ
の
状
態で
ある
か
ら、
こ
の
か
た
ちで
流

通
する
版
本が
多かっ
た
の
で
は
ない
だ
ろ
うか。

百亘子
一語
編』
は
約八
六
O
O
語
を上
下二
巻に
「
類い
と
細
分
類と
に
よっ

て
内
容
別に
排
列
する
とい
う
方
法を
採っ
て
い
る。
先に、
返
り
点の
訂正

が
全
巻に
わ
たっ
て
い
る、
と
述べ
た
が、
詳
細に
み
て
い
くと、
そ
の
分
布

に
は
か
た
よ
りが
あるこ
と
が
わ
か
る。
〈
表〉
は、
『
学
語
編』
全
巻の
類・

細
分
類の
項
目
数と
訂正
と
を一
覧に
し
た
もの
で
ある。
表
ゅの
数
字
は
左

か
ら
①
総
項
目
数
②
字
句の
訂正
さ
れて
い
る
項
目
数
③返
り
点の
加え
ら

れて
い
る
項
目
数
④
初
版で
すで
に
返
り
点の
み
ら
れる
項
目
数
で
ある。

ま
ず
①
総
項
目
数は
上
巻四
三一
七、
下
巻四
五
五一一一
で
ほ
と
ん
ど
変わ
ら
な

い。
そ
し
て
I-
E
で
と
り
あ
げた
②
字
句の
訂正
さ
れて
い
る
項目
数
も上

巻一
入、
下
巻一一一一
で
そ
れ
ほ
ど
差は
ない。
とこ
ろが
③返
り
点の
加え
ら

れて
い
る
項目
数に
関し
て
は上
下
巻に
大
き
な
差が
ある。
つ
ま
り、
上
巻

の
訂正
は二一
五
で
ある
の
に
対し
下
巻は
八一
で、
上
巻に
は
下
巻の
約二

・
五
倍の
箇
所に
返
り
点が
加え
ら
れて
い
る
の
で
ある。
こ
れ
は
何を
意
味

する
の
か。

8 

こ
の
開
題につ
い
て
考
え
る
手が
か
りと
し
て
〈
表〉
に
は
も
う一
つ、
④

初
版で
すで
に
返
り
点の
み
ら
れ
る
項
目
数
を
加えて
お
い
た。
こ
れ
を
み
る



『学語編』の訂正をめぐって

〈表> 11学諾編』各類の項目数と訂正一覧
『学語編』の類 と縮分類を排列)1瞭に掲げ る 。
数字は総項目 数/ 字句の訂正項目 数/ 返 り 点の訂正項目 数/ 初制か ら 返 り 点を付 した項目 を示す。

類 内 訳
天文i日 月星17/0/1/1 雲雨 27/0/0/0 風18/0/ 2/0 雑25/0/ 2/0
時令l昼夜 42/0/10/0 日 30/0/ 3/0 時20/0/ 6/0 月 22/0/ 3/0 歳 61/1/ 2/0
地理I W19/1/0/0 水64/1/7/0 海1 4/0/1/0 橋梁7/1/1/0 æ畝 50/ 2/8/0 邦域 41/0/1/0

市街 22/0/0/0 道路1 2/0/ 2/0 土地 64/0/0/0 沙石 26/1/ 2/0 墳墓 22/0/0/0
朝廷I78/0/9/0 
居処I t戎郭 32/0/0/0 官舎 26/0/1/0 家宅1 20/0/ 3/0 行舗 30/0/0 屋材 63/0/1/0

護障 23/0/0/0 瓦霊堂 23/0/0/0 門戸 43/0/0/0 宅淡 26/0/ 2/0 閲兵1 3/0/0/0
人倫11 60/ 2/0/0 称呼1 58/0/ 3/0 姓籍 52/0/0/0
入品|君臣 46/0/0/0 土庶9 6/0/0/0 職役11 5/0/0/0 傭役8 2/0/ 2/0 産業 21 5/ 2/ 5/0

i下賎 23/0/0/0 文義 62/1/1/0 女流出/0/0/0 姦兇 61/0/7/1 
釈道1 54/0/0/0 
鬼神1 45/0/0/0 
官職17 6/0/0/0 典客11/0/0/0 行伏 29/0/0/0 武宮 25/0/0/0 火役8/0/0/0

雑役 26/0/0/0 獄役17/0/1/0 総称 63/0/10/0 禄米 21/0/ 6/0
政刑1119/0/ 2/0 争訟 400/0/7/0
身楼|首 45/0/ 3/0 盾7/0/0/0 0 66/0/0/0 耳 21/0/ 2/0 奥1 3/0/1/0 口 46/0/ 3/0

lID 21/1/ 2/0 手 21/0/1/ 4 足1 5/0/0/ 2 鉢貌8 6/1/ 3/0 睡臥 27/0/ 2/0 疾庇8 4/0/1/0
性情111 3/0/ 3/1 憾意 20/0/0/0 件意 29/0/11/0
言 語11 29/0/11/0 
行事11 29/0/ 5/1 ト 事1 2/0/ 4/0 動作56/0/ 22/0 歩行1 5/1/1/0 使役18/0/0/0
生産1 34/0/1/0 
交遊1 46/0/1/ 2 交情的/1/ 3/1 謁見30/1/ 2/7 宴会24/0/1/1
行旅1 42/0/7/1 音信19/0/1/ 2
文才|学文24/0/0/ 3 詩文31/0/1/0 才 名26/1/0/0
伎戯I 35/0/ 4/0 優戯 27/0/0/0
雑語1188/0/8/0

類ご との合計
87/0/ 5/1 
17 5/1/ 24/0 
341/ 6/ 22/0 

78/0/9/0 
399/0/7/0 

370/ 2/ 3/0 
7 65/ 3/1 5/1 

54/0/0/0 
45/0/0/0 
27 6/0/17/0 

1 59/0/9/0 
452/ 2/18/ 6 
21 6/0/1 3/ 24 

1 62/0/1 4/1 
1 29/0/11/0 
230/1/ 32/1 
34/0/1/0 

1 69/ 2/7 /11 
61/0/8/ 3 

81/1/1/ 3 
62/0/ 4/0 

188/0/8/0 
上巻計 l 4問削 5/ 27

生器令 生 33/0/ 4/0 長26/0/0/0 老 40/0/1/ 3 病 38/0/0/ 6 死 65/0/ 3/1 2 狂死1 4/0/0/ 3
書記 10 3/0/0/0 書冊 39/0/1/0 法帖1 2/0/0/0 1 54/0/1/0 
霊軸 26/0/ 3/ 6  被背 39/0/ 2/0 65/0/ 5/ 6 
文具 紙46/0/0/1 筆 31/0/0/11 墨1 5/0/0/ 2 文房19/1/ 2/1 111/1/ 2/1 5 
飲食 8 4/0/ 4/0 菜品 24/ 2/0/1 食 事62/0/1/ 3 果子8 5/0/0/0 潜 48/0/0/0 328/ 2/ 5/ 5 

醤鼓9/0/0/0 茶1 6/0/0/1
衣服 | 絹紬 46/0/0/0 綿布 24/川
財産 65/0/ 2/0 資質 46/0/9/ 3 収支 30/0/1/0 借債 20/0/1/1 簿計30/0/ 5/0 221/0/18/ 4 

税賦 30/0/0/0
金 玉 金具7 2/0/0/0 珠 玉21/0/0/0 9 3/0/0/0 
磁器 47/0/0/0 47/0/0/0 
漆器 31/0/0/0 31/0/0/0 
響器 41/0/0/0 41/0/0/0 
火燭 54/1/0/ 3 燈燭 47/0/ 4/0 :泡蜂11/0/1/0 火災7/0/0/ 2 119/1/ 5/ 5  
万鍛 62/0/0/0 62/0/0/0 
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類 内 訳 類ご との合計
兵器 10 7/1/0/8 10 7/1/0/8 
耕具 5 4/0/1/ 2 5 4/0/1/ 2 
舟輿 舟110/0/ 2/1 輿35/0/3/0 1 45/0/5/1 
食器 76/0/0/0 酒器20/0/0/0 茶器47/0/1/0 1 43/0/1/0 
番兵 55/0/ 2/0 55/0/ 2/0 
数量 69/0/1/0 69/0/1/0 
印記 28/1/0/0 28/1/0/0 
身具 95/0/5/1 女具 25/0/0/0 笠類24/0/0/ 4 履類3 2/0/1/3 1 76/0/ 6/8 
家具 鐙席3 2/0/0/0 床椅13/0/ 2/0 九案 20/0/1/0 Þ手障8/0/0/0 椎箔1 6/0/0/0 243/0/8/0 

機桁 6/0/ 2/0 箱櫨18/0/0/0 議議 41/0/1/0 水器26/0/ 2/0 厨具3 6/0/0/0
掃兵 22/0/0/0 梯5/0/0/0

雑器 箆箆 29/0/0/0 花瓶 20/0/ 2/0 玩具 40/0/1/0 {!際線 43/0/0/0 染色51/0/0/0 3 71/0/ 4/ 7  
紡織39/0/1/5 漁猟1 6/0/0/ 2 用具31/0/0/0 雑兵10 2/0/0/0

五穀 76/1/0/0 76/1/0/0 
食菜 1 71/0/0/0 1 71/0/0/0 
花草 1 48/0/0/0 1 48/0/0/0 
雑草 209/0/0/ 2 209/0/0/ 2 
花木 43/0/0/0 43/0/0/0 
樹竹 110/3/0/1 110/3/0/1 
果蹴 80/0/0/0 80/0/0/0 
鱗介 1 65/0/0/0 1 65/0/0/0 
飛禽 10 2/1/0/0 10 2/1/0/0 
走獣 55/0/0/0 55/0/0/0 
虫âð 100/ 2/0/0 100/ 2/0/0 

下巻計 4353/13/81/90 
総 計 8剛山9 6/11 7 1
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と
③と
数
値の
う
えで
上
下
巻が
ちょ
う
ど
逆
転
する
よ
う
な
状
況で
あるこ

と
が
わ
か
る。
上
巻のニ
七に
対し
下
巻は
九
Oで、
下
巻は
上
巻の
三
倍
強

で
ある。
と
くに
上
巻の
④の
数
髄の
分
布を
み
る
と、
身
韓
類に
六
例と
ま

と
まっ
て
出
現
する
が、
そ
れ
ま
で
に
は
わ
ずか
に二
例が
み
える
だ
けで
あ

る。
こ
の
六
例
は
上
三
五
丁
裏に
集
中
的に
現
れ
る。
つ
ま
り
『
学
語
編』
初

版に
おい
て
は一一一
五
了
表まで
に
は
ほ
と
ん
ど
返
り
点、が
付さ
れて
い
ない
の

『学語編』の訂正をめぐって

で
ある。
河
南
版b
で
は上
巻に
二
五
箇
所の
返
り
点が
加
え
ら
れて
い
る

こ
と
を
考
え
れば、
上
巻に
収め
ら
れて
い
る
項目に
は
返
り
点が
必
要
なか

っ
たので
は
ない
こ
と
は
明
らか
で
ある。
お
そ
ら
く
初
版の
版
下
作
成の
段

階で
は
見
出
語に
返
り
点を
付すとい
う
方
針は
明
確で
は
なかっ
た
ので
あ

ろ
う。
上
巻の
半ば
を
過
ぎた一一一
五
丁
あた
りか
ら
下
巻の
九
丁ま
で
は
初
版

で
も
返
り
点が
か
な
り
付さ
れて
い
る。
し
か
し
そ
れで
も
初
版の
上
下
巻
合

わせ
て一
一
七
簡
所に
対し
て
河
南
版b
で
は一一
九
六
箇
所が
加え
ら
れ、
総

計四
二一一
の
見
出し
語に
返
り
点が
付さ
れ
るこ
と
と
なっ
た。
初
版の
最
初

の
段
階で
は
明
確で
は~なかっ
た
方
針が
お
そ
ら
く
途
中か
ら
返
り
点を
付す

とい
う
方
向に
向か
い、
初
版で
は
不
完
全で
あっ
た
もの
を
修
訂
版で
集
中

的に
手
直し
し
た、
とい
うこ
と
なので
は
ない
だ
ろ
うか。
訂
正へ
の
強い

意
欲が
感じ
ら
れる
と
述べ
た
が、
その
契
機は
実はこ
の
あた
りに
ある
と

考え
ら
れる。

こ
こ
で
先ほ
どの
間
嶋
冠
山の
『
蔚
話
纂
要』
に一戻る
と、
こ
の
書は
冠
山

の
康
話入
門
書と
し
て
は
最
初の
もので
ある。
巻二
の
四
了ま
で
は
返
り
点

が
付さ
れて
い
ない
とい
うの
も
単
なるミ
ス
とい
うこ
と
で
は
な
く、
方
針

が
固ま
りつ
つ
あっ
た
状
態を
反
映し
て
い
る
と
み
るこ
と
もで
きる
か
も
し

れ
ない。
こ
の
書が
ニ
字
詰か
ら
始ま
る
とい
うこ
と
も、
最
初に
返
り
点を

欠い
て
い
るこ
と
と
か
か
わ
りが
ある
か
も
し
れ
ない。
享
保三
年に
増
補さ

れた
巻六
「
和
漢
奇
談」
は
「
有
点四
戸」
と
し
て、
冠
山の
以
後の
著
作と

同
様、
四
戸・
訓
点・
官
音
並
記の
形
式
を
とっ
て
い
る。

お

わ

り

司尚子
諮
編』
の
初
版か
ら
修
訂
版へ
の
訂
正
を
報
告し、
背
景と
な
る
状
況

を
検
討しつ
つ
考
察を
加えて
きた。
訂
正
の
拠
り
所
を
明
確に
するこ
と
は

菌
難で
ある
が、
小
冊といっ
て
い
い
こ
の
書に一一一
O
O
箇
所
以上
の
訂
正
を

施
す
作
業は
並々
な
ら
ぬ
意
欲を
感じ
させ
る。
明
らか
な
誤
刻の
訂
正
を
別

に
す
れば、
訓の
入
れ
替
え、
返
り
点の
補
刻
につ
い
て
の
意
閣に
もま
だ
検

討の
余
地が
ある。
ま
ずは
状
況を
報
告し、
み
わ
た
す
資
料の
幅を
広
げて

今
後も
考察を
重
ねて
い
きた
い。

註

II 

拙稿「訓の
表記からみ
た吋尚子語
編』

iie辞書の
編
集方
針とのかかわ
り

||」吋文化女子大学
紀要
人文社会
科学
研究』
第四
集
一
九九六
年一
月

なおこ
の
中で
稿
者は
海南版a-
bを
瀬尾
版a-
b
としてい
るが 、
本
稿に

よ
り河南版と改める。

2
以下
引用に
際して
は
印
刷の
煩雑を
避ける
ため、
必要な
部分のみを
掲げ

るこ
とが
ある。
見出語に
続くカタカナは原
本では
友傍訓で
ある。
また『学

語
編』
は
向じ
訓のあたる
複数の見出器聞につ
いて
は
最初の
語にのみ
訓を示

す。
(カタカナ)
は
当該見出語には訓が
ない
が 、
その訓が
あたるとい
うこ

とを示す。
〈
〉
内は
細字双行、
/は改行で
ある。

3
「さん
けいい
は右傍のふ
りが
なで
ある。
ただ
し正しくは
「ケイケイ」

4
厳密にい
えば
「カツ
ラムシ」
と
あっ
て、
ラ

の右にヲ
が
傍書されてい
る。

吋倭玉
篇』
で
はたとえば
燦長
版で
擦に
「カツ
ラムシ」 、
脇被に
「カツヲムシ」

と
ある。
寛、氷五
年版には
嫁はなく、
壊に
「カツ
ラム
シい
とよめる
訓が
あ

る。
寛、氷九
年版では
閥嵐長
版と同じく
擦に
「カツ
ラムシ」 、
畷に「カツヲム

シ」
と
ある。
延宝九
年の
『新刊
霊引倭支
篇』
で
は
壌
嫁ともに
「カツ
ラ

ムシ」
とみ
える。
ただし
架蔵本は
磯のラ

の
位霞に
紙の
繊
維が
あり、
その



ためにラ
のよ

うにみえるの
かもしれ
ない 。
い
ずれにして
もこ
れ
らのゆれ

はヲ
とラとの
字形相似による
ものと
考え
られるが 、
司名
義抄』
と『倭玉
篤h

とで
同じよ
うな現象がみられ
興味深い 。

5
校甫の「
大麿三
年春'臼帝
城放
船出関健康峡久居
饗府将適江援漂泊有詩
凡

四十
韻」
に
「雁
児争水馬い
とい
う表現が
ある。
『杖甫全詩集第四巻』(「統

国訳
漢
文大
成」
復刻
愛蔵版
昭
和五三
年)
に
は
「水
馬
蝦の
細小なる
も

のの類かといふ」
と
ある。

6
吋字鏡集』(
白河本・
天文本)
に
は
嫌に
「マ
クサムシ」 、
畷に
も「マ
クサ

ムシ」
と「マ
ク
ナキ」
とが
あげで
ある。

7
類・
細分類につ
いて
は倒稿「『名
物六
帖』
と「尚子語
編h
と」(吋文化女
子

大学紀要
人文社会科学研究』
第
五集
一
九九七
年一
月)
参照 。

12 


	page-0054
	page-0053
	page-0052
	page-0051
	page-0050
	page-0049
	page-0048
	page-0047
	page-0046
	page-0045
	page-0044
	page-0043

